
2008年度 小委員会活動成果報告 
（2009年 2月 2日作成） 

小委員会名 木質構造教育プログラム小委員会 主 査 名：野口 弘行 
就任年月：2007 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

構造委員会 
（木質構造運営委員会） 

委員長名：和田 章 
主 査 名：宮澤 健二 

設 置 期 間    2007年 4月  ～  2009年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・現状の各教育機関におけるカリキュラムの調査と重点教育項目との照合 
・各教育機関向けシラバス（カリキュラム）の提案 
・既設委員会成果物である木質構造に関するリコメンデーション教材の修正 
及び内容の充実 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無： 無し 

野口弘行（明治大学）、那須秀行（住友林業）、青木謙治（森林総合研究所）、 
稲山正弘（東京大学）、大橋好光（武蔵工業大学）、河合誠（三井ホーム）、 
小原勝彦（岐阜県立森林文化アカデミー）、坂田弘安（東京工業大学）、 
杉山逸郎（MAY設計事務所）、高橋茂男（浅野工学専門学校）、 
照井清貴（ポラス暮し科学研究所）、林知行（森林総合研究所） 

設置WG 
（WG名：目的）  無し 

2008年度予算 40,000 円 ホームページ公開の有無： 無し 
委員会 HPアドレス： 無し 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数  7 回（年度内計画を含む） 
各回の委員会は 2時間程度。参加人数は概ね 8名程度。 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ
ー・研究会・見学会等） 

 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ
ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら
れた成果との関係） 

１．講義科目“木質構造”の教育機関別推奨シラバスを作成すると共に、講義内
容の例示である“リコメンデーション教材”を加筆・修正した。 

２．上記成果を、学会 HP の“AIJ デジタルライブラリー”にある“教材・教育
システムの事例公開プラットフォーム”にて公開した。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．今後の課題として、“木質構造の授業を行っていない教育機関において、新
規に授業を設置してもらうための方策の検討”が挙げられる。 

 


